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安定供給に向けた取組み
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日本ジェネリック製薬協会会長
日新製薬株式会社代表取締役社長

川 俣 知 己
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2. 製造・品質管理体制の確保

2-1 各企業のクオリティーカルチャー醸成に向けた人材育成及び定着のための

取組の共有

2‐2 研修のための教育研修組織の立ち上げ

3. GE産業のあるべき姿

3-1 業界再編の具体的な姿について、各企業の役割の明確化と強みの相互補

完の観点からの調査・研究のための外部有識者を含めた研究会の立ち上げ

3-2 GE薬協の組織強化

１）事務局機能の再構築

２）関係機関との更なる対話と連携

日本ジェネリック製薬協会 会長 取組方針

1. 持続可能な産業構造に向けて
の安定供給能力の確保

1‐1 少量多品目生産等の適正化と生産効率の向上に向けた取組

１） 製造方法欄変更等の審査期間の短縮

２） 品目集約において代替生産が確保できる場合の薬価削除手続きの簡素化

３） 需要が少なく、医療上の必要性が低い品目についての、規格揃え原則の非適用

1-2 安定供給に向けた各企業の好事例を共有する安定供給責任者会議の

立ち上げ

1） 需給状況のモニタリング体制の確立

2） 独占禁止法との関係整理

後
発
医
薬
品
の
安
定
供
給
に
向
け
た
産
業
構
造
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会
報
告
書
に
お
け
る
対
策
の
方
向
性



33

日新製薬株式会社の取り組み ①

既存工場への設備投資と人員確保や先発系からの受託業務を先発系企業の海外製造所へ
の移管を進め、既存工場のキャパシティを確保。

海外製造所への

移管 ６億錠

生産錠数
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2022年に配置薬製造販売企業を買収して製造を移管中。
現在は新工場を建設中で、生産能力の増強に努めており、出荷調整を最小限に留めている。

本社工場

荒谷工場

日新製薬株式会社の取り組み ②

長岡工場

移管

M&A

建設中
川越工場
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